



─ Realistic Mathematics Educationの理論と実践─
大　谷　　　実※
Mathematics Education in the Netherlands: 







































































































































に市販の教科書である（van den Heuvel-Panhuizen & Wijers, 2005）。Proeve と
は「初等学校の数学教育のための国家プログラムのデザイン」（Proeve van een
Nationaal Programma voor het reken-wiskundeonderwijs op de basisschool）の
略である。「国家プログラム」と銘打っているものの，Proeveは，政府の公的な
文書ではなく，1980年代末頃より，フロイデンタール研究所のトレファースらに


































































時間を log3 2 で表す。」（ibid, 30）として対数を定義し，グラフを用いて対数の意
味を考える。また，水草の成長の場面で，log3 27 = 3 や log3 4 + 1 = log3 12 なる関














きなくなる。t 時間使用後の残量 P（％）を求める式を求めよ。電池の残量 P に













「2x = 5 の正確な解は x= log2 5 である。この




2x=5から log10 2x= log10 5が導かれる。計算規則から x・log10 2 = log10 5が導かれ
ることを示せ。」（ibid, 34）。このような課題に取り組む過程で、生徒はグラフ電卓






















1 コントルダンス 1(3), 2(4), 3(6)
2 冷　蔵 4(4), 5(5), 6(4)
3 品質管理 7(3), 8(5), 9(3), 10(4), 11(4)
4 持ち上げる 12(3), 13(3), 14(6), 15(5)







































y グラムの物を秤にのせると，結合部 CDE は点 D で角度αラジアン回転
する。円形をした秤と安定器も回転し，矢印は秤の目盛で y の値を指す。点







２　y = 70 のとき，αの正確な値を求めなさい。（４点）
－ 15－
写真 図
導関数 は ＝ 70 となる。
３　このことを証明しなさい。（４点）

































































































































































































(１) オランダ語では，Realistisch Reken/Wiskundeonderwijs。Reken は算数を，Wiskunde は
中等教育以降の数学を意味する。オランダの RME 研究の多くは英語で利用できる。
（２） 2015年９月，FIUS に於いて「第５回国際 RME 会議」が Using realistic contexts and
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